
現在、日本に多く見られるアーケード街は

日中でも日の光や風も入ってこない。また

住空間も閉ざされていて暗い印象をもつ。

建物と建物の隙間、建物とアーケードの隙

間から空が見えればアーケードの下に日が

入り、風も通るのではないか。
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瀬戸蔵ミュージアム 工芸記念館
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通りに近づくと行き交う人の様子が見え、奥に行く
と通りから切り離されたプラベートなテラスとなる。

プロトタイプの住宅が増え、テラスとテラスが向かい
合う時もお互いが通り側の近くにくると、コミュニ
ケーションが生まれ、離れると存在は感じるが気にな
らない距離を保てるテラスになる。

時間が経つに連れ、もしかしたら住戸間のテラ
スとテラスが繋がり、住民達の共有テラスがアー
ケードの下にかかるかもしれない。
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House 現在通りには日や風が入らず、一層目
の店とアーケードが使えず、二層目の
住戸部分が閉じこもっている。
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一層目も住居にし切り妻を　　　　　　　　　　　　　　この
ような形に切り欠くことで、通りに日
が入り、風が通る。
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Terrace

通りは屋根のかかった公園になり、閉
じ込められてた住戸は通りや新しいテ
ラスに生活の色をにじみ出す。

街の屋根 ×暮らし concept  a f ter  p lan プロトタイプと住宅が増えてきた時の暮らし方の変化 

敷地説明 diagram

現在日本全国に沢山存在するアーケードのかかったシャッター街が存
在する。昔は雨のかからないアーケードの下で商いを行い賑わいをみ
せ、コミュニティを作っていた。しかしシャッター街になった今、アー
ケードの屋根は日の光や風を遮り、通りに暗い印象を与える原因に
なってしまった。そこでアーケードの屋根をポテンシャルとして残し、
プロトタイプの住宅を提案する。日があたり、風が通る屋根の下では
植物が育ち、人々が散歩に訪れ、ベンチが置かれるとそこは休憩所と
なる。公園の様な屋根のかかった通りでは昔とは違う形でコミュニ
ティがうまれそこはこの街の屋根になり、新たな記憶をつくる。

計画地は愛知県瀬戸市尾張瀬戸駅付近の銀座商店街。瀬戸市はかつて瀬戸物と呼ばれる陶
器で街が発展してきた。今観光地として駅周辺にいくつか瀬戸物の記念館などが建てられ
ている。その建物達と呼応して祭りやイベントを行い、住民と密接に関わることのできる
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自分の趣味などが
テラスに滲み出てくる

老朽化し壊した敷地が
街の畑になる。

通りに近いテラスで向かいの
住民とコミュニケーションをとる

壊した家の敷地が通りに続く
新しい抜け道になる。

向かいの住居とテラスが繋がり
住民共有テラスが生まれる。

隣の住居の趣味が気に入り
新たなコミュニティが生まれる。


